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表 号

木部澤田澤

住鈴橘

祐茂光

和克弘光一彦信

寛忠岩

今渡斎小河藤青
牧

島
奬

救 井邊藤原合枝木

笠村

で智
難 正健宗春寿ひ佐

郎治吉男江子子所

太美

成氏

平日

名

規団

道島 は 海
北又安

年

名一

第体 則源

所所称名

住名氏 期場

号

商
、

日所

公

又幌式表

平札号札株代

市は市会取

成幌
称央カ役

年中名中社締

央
北び大ン小

月区及区イ

氏

条名西

日３氏通ド野

締
会取

限表
有代

称名
名

同同

業屋
産長
晃
永役

社

男同同海同同同同同同

救

参
等難 平

女

同同同同

労

功
り功 く

づ

助 会
社

画

績運

づ民 基
に功住

）

労

道

表海の実

事北動 知
く

労 賞
受事内功

の知践 彰

勝

を容者

者堀

午西
丁目

前７丁俊

か番

時目２

表 ら石

興

議
会

中
階

４
庁

支
狩号

一

一
〇
八

室

決
り也

お
と達

の
次



斜白虻登厚同別

平 里老田別岸海

成
十
三 町町町市町町

年
十

北 海

内尻

稚同同同利同同同

市町

道 公 報

村
払

同猿同同同同同同

第

前

山

同同同同初羽苫同

村町町

別
幌

号

丹

函同瀬積

市町町

館

月
二
十
三 坂本大小川鈴佐

日

敬健安秀

井間橋竹村木

清

火 志次一雄治顯豊

曜

藤高山
同同同同同同同

本山井松本

安澤安坂横

善昭繁利信和隆

藤田藤

同同

則夫男一彦幸彦夫

堀奥
同同同同同同

川山西井谷

鈴長石中鐙
夫忠孝

芳寅幸久壽

木原

同同同同同

春悦夫勉夫

山小
同同同

白

崎田谷府坂本野

友柏山

薫市

昭勝哲良紀光善

杉

同同同同

敏男義雄行男

田田

川嶋西澤
同同同同 同同

勝三隆一

敏忠信

島
海同

日

の

網斜枝次

労
功

助
救

難

町町ロ
プ
り

走里幸お
と 尻

利留余釧余大恵広
市 町

士
富萌市路市成山尾

斜興稚
町市町市町町町

尾里部内

り

鵡豊え浦広

町町町町町市

も

川浦河

同同海市余戸同

北

町町

道
献村
貢町
業）市井

産区

市
室

同同同根

賞名町町

ル
ザ
ー
ポ

公

提
の

亨請
要

山口谷を
出

横出

。

寛雄司る
す

利

杉圖大藤東
）
故

安児

ミ常亮

田玉西森司野谷

一俊保一ツ作一

信重順

辺

時布赤小板石中渡
實

貞秀利

田施石西垣崎山
一雄勇

清一久

又藤吉境

名
氏

一彦義吉

武悦樹

団

本平田 は

林柿 坂勝島
男榮名實也弥

体

下山

菅

同同同

一雄優孝

幸

告

一
〇
九

業
産

同同同同水同同同 同同同同同同同同

労
功

産 績
水

良

同同功優同同

労
功

等
内合

組
同 の協

業

同同同同

容



プ平前交
午

ロ成９付

北電フ

海話ァ

時場 道番クポ

総号シー年か所
らは 務ミザ

リル月午、 部

後 法－説

北 海

３
続担郵

ウ手

シデデ部番

モモ等当便

シ

スススルル課号

シシ
テテテシ

ムムムスス

の開のテテ－

道 公 報

履プ

イウエアイ

道過行ロ事基

） 海内去しポ業本 号 北

の計 の 道に２たー者設

間績ル開 規 の本年実ザ

争又にをの発 定 競店

第

２

地こ

業業履加プる

参ア

内期格ポと 務務行資ロ
びザ
自 名容限及ー。

方
施 総託平査の

法 審ル
治

号

成務

平業
１

平概

成年要
十
三月

年
十日

明日５に 制

－書時同 文－の火まじ 書

交）で。 課－付か） ＠
期ら 内間 線、日

交

－付月
場）
所ま
及で

概発運ムム

要計用の

市

守等幌

保能札

画・機

に

西
条

３
北

区
央

理中

管

す査績 基 入は国有審実

参店はるの、 づ 札支又

加地者考業 く

方処 名 資営方でえ務 指
者所共る理 停 格業公あ
体と制 期 指を団こ体 止

シ 中 停むと。等 間 名含

務をテ な 事）ス で 止。

考出
行 合総す成の提

い

令 文合る

書文。年え者

理管月要
昭 管書３方に
求
和

シ理

政 テスれ
年 スシ日さ

第 整ム）資
令 ムテ月る

備の格
） 業本

号 事基
月
二
十
三
日

火

曜

び
日
曜
日
び

及
日

法曜
方土

有ム

目
丁

６

交
。
く
除
は

あ 要る発 で 理す開 者 処
こで務 る 領者業

こる 。 成る係 と 平あに
締

月を

９。約

年と契

４

計

第 設

付し

日結

及
シ規

ルの

デ４

モの

び条

構し

の当

ム該

テに

ス定

築な

日

は
間
時
付

堀
事
知
道
海
北

４

デ

イアイ落

デ札全

ジ 住ジ氏住金身

タ タ額用

ル 所ル名所コ
ン

１２３

デ札成札全

落落平落ア

者身氏

札全
に身ジを

氏コ名

係用タ決年の用

し月名ン

るコル定８

第に

総実

局確

け、

物ン

札

次 幌

の平 医

と成 科 詳

お 大 細

り年 学 は

一 告 、

般月 示

４

委あ

をで

務者

業い

プ
途

提持企平提持の別
そ

場すプ

出参画成出参他

場又提

はこポ

所は案年所るロ

也
達

は郵書

接加成

直参平

交表
付明年

す書

線
レ

東テ株京ュテ 円 線ピ

ビ会市タビ

京レ式都ー

京層置

日装社中断装

都

製西影

市津区撮

野置島
桑

丘所京置

が作ノ装

旭

及ピ

目町

丁原

４

品ピ線た

ーー

等ュテ日日びュジ

名タビ所タイ

のーレ住

及層置層横

称断装断ー
装デ

数影影メ

び撮撮河
シ

１１ル
カ

置置ィ

量装
式式

競 第 ロ

争日 ポ

入 号

ザ札

ー

札

説よ

ルに

幌

書落

明り

医

よ者

に札

科

こ決

るを

大 と定

。ザ

、送の月、とー

提
留期同に

に書出日にル

同

、）。す

じ郵限木じ関
明

限出午説

に提る

。便
及時を

。所５会

る場後

よ方催

にび開

）

るの月
提
送期
郵出日

出午

な提
し、）

は限月

。及時

）所５

。場後

い

地地

番番

７１

方
び

。し

社
会
式

株
ム
テ
ス 学

。
た

告

札

示

る法す

秋
長
学
大

科
医
幌

法

。

。る

一
一
〇

明
豊

野



４５

海話札入入札

北電入入

平 道番執札札保

成 帯号行場日証

十 広の所時金

三 場 土

年 所 － 木

十 現及帯北平

北 海

２３

の当破札広 帯入次入帯
東 －にい該産心市 土札

札で書３ ２参ず入者得
南 河すにに復、条

加れ
るを約３ 東るも係権契

者該

道 公 報

物帯 のう平入

次払
り１

に件土 と。成札

番－ お

す号１ り年付

一

道河 般月る

東 競
争日有所

第

北 ７

海
道 平契

帯 成約名所

広 に在

土 年関称地

木 札す

現 幌る

業 医事札札

所 科務幌幌

号

約般般

契一一

５６

の競競

相争争

手入入

方札札

決公

円をの

月 び広海成 － 業

二 所日市道

十 時東帯年

三 ３広 企

日 内 画条土月

総南木
丁業

務３現日 線
部

目所午 総

火

課番大１

務１後

曜 地会時
議

項目 上に当契得条丁 郡

なをいそ１ 士必し約な

地 町ない締者の番 幌要

糠格とす関 字資者結他

力類 南る能書 平する係

をを 区。
有示

産上 入財郡

な場

しす 番

幌 在

士 札

糠 及字 下地町 以土

区 」物南 札建平 入び地

と）番
土 。海

う北番 い
告 大を医市

示 学担科中道

第 告当大央
帯４ 示す学区

号 第る事南広 組務１

土

の総西

号織局条

木 名務
称課丁現

及会目

業

所室
び計

所

続
手

た
し

定告

日

者
い所室分

面 に帯

地 ）道

延
庫

車

積 よ広

り土

道木

産所物

財業建宿

有現）

長種泊

井物

及延 建

地高

土目所

地
在

建面

び
告
示

定 北

昭） 海

の平社祉 道

一成会事

和
選

福業 部 挙年
を年祉協 管

法会

北
次 理海
の月人特 委

す込札

入と申。入

効る
記

加。及に

参る者書

札
にび

積 物
）
売

） を修
９

出の

契の入入提提そ

定
参参期場他

約期札札出

の加加限所

書日

７８
成約込望

作契申希

認契落納な約契

を契

６

書

札 便め約付お者約

郵

契納作

者 又な保す、が

金こ約付成

が はい証る

す
報のと者しの

契 電も

、

札のお。

入上なる

以
証者

加保札

参札落

に入

室別

道
よ 員選
う日蘭養 会

に福護

挙
告

改
管
示

正
理
第

員す同

委
会る
。 号

町

第津

示祝

告

北３

る

要札す

必落載

海丁 号

資が金

な者

選

格な額

挙

な場、

のいは

管

者は物

い合建

理

し入係

の、に

委

入参消

た札る

員

成広海

を締書者平帯北
市道

要結のは

しの提、

３広

、日出次年東帯

代かに
り８南木

金らよ月条土

は
以定丁業

北日所日３現

海
）入）１

道内の木目所

で参地画

広ま札番企

帯
否

を にと。がた要

約

土

るる該約及

締 よす当契
約証代

し 入。契保び

結
と定は支

うに金金

よ 札

に法

るる道方

すめ、払

不す

はの属

き務帰

と義

入約

うを契

よ金が

し

、

者始結

る開締

す札を

と

と

そ道い

、にな

は前し
す、

の付は

者納き

のに

道目

見

不選

者

挙番 在

管
会平 行

員 を

委 票

理号 投

一 委 う

一 こ員

一 と長

が
で

及者税

札加費

き

会

び等相

告

札対額

入を当

示

た

すしめ

関と含

に象を

契す

件意と

条随額

るて

に加総

反を。

違約る

に

総

業定込部

現指申務

木
所提課

長場を務

所の書

係

行納す財

発に出管

が

。

納ると

るすこ

す入る

。

契履る

知。
通と
入こ

に

の由

額理

金を

約行
契
を の

約 分

解

る当

た 額

れ の

さ 上

除 以

た。札

っと落

もこ該

積
のし 額付 金納

約が

契者
た
入

院
病

橋 る

証 ５

保 の

札 分

こ

たう

し行

指

之 の
等

康 よ
に
書

無あ

はも

札と

入

保

は 約

き 契

と の

指
、
り

当

は 相

金 に

金該
当 証

、

額属
帰 る

に す

道



３

者査 査条

はを

本応付、申 条 日に件こ

し ５ 入 国じ一ア請 の の

れ競らな の 札 内ら般か
の 、 おる争ウけ ２ は に
いこ入まれ

北 海

２

警調納納札の平道

入次

行

達察達にい成が

調
を官を参ず

すす加れ年う 入入

も海名

る男るすに北指

者該道競 期場 物性物る

品）品

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成 警札

お 察

り年に 本

付 一 部

般月 告す

競 示る 争日 第

第

会協

社祉老ハ軽ハ社育

ス福会

育会事人イ費ウ
人オ祉長

協福業ホツ老

会ムホパ法生

会祉協ー

生人特エーー人園

長法

ケ室路

園室別ンムル釧

福護ムア蘭愛

蘭養ル

号

人イ
老ハ同

平ホツ
成ー
十ム

三エ

年ン釧
十

方 てと札でば 規 地 ル路

定ら に 自 、。参にな 定
る 法 約資めな よ 治 契加

当のと。 条 施 担格るい

等査ろ 付 令 者審こ 件 行
一

めり 競 和 求よ 般 昭 のに

に、 争

のに当告争

政 よ２ 入 年

長仕限所必す示入

の用

に

称靴様要る第札

名
及等なこ

平契資と号関 び

成約格。にす 数

担規る 入 量

１者す名

札年当定指 足

の物停

明月等るを

説
書

事

よ定のさ

に日指品止

入
札項 道

号

以 警下

察

」
札

入

本

い
と

部

祝高紫
市

路

同同釧

。
う

２

町町台

津平雲

３
丁番の

目８

番
月ム愛

二
十
三釧

日

台
雲

紫
市

路

火

の
２

曜

で 令 りの 札

海に あ 第 北
道掲 る

、 以

察る で 。

警げ の 号

員を 札

職格 入 下

の資
加 」

立す 参 令

の有 に 政

のど よ い

いか し と

会る

のい

。る入て

るす購れ
有と
をこ
格い

所資な

場

）

。
と
こ
る
す。

告

実海

を北

示

長
部

。本

る察

す警

施道
田

山

平平

号

る
め
改

」に

」

日

）

にか と 。

下う うう

を

検第る審

、の す
９

っ

札約 務 交交入

落財て契

則 者書 規札

７８

効
第有 の作 付付

と郵電札

保和る郵入

便 証入

に明 等 札 金年こ便報説

によよ書 に

保 を北ろに

付道よるるの

証 納海

６
廣

入
に
札下 札

入入開開入以

５

。

加 保消 参 札札札札

４
約 審海話札

ウ契北電入

を札号行

条 申査道番執

書行幌の 項 請

場 を

請請
申申

アイ

類っ市決成
な
札 方要 第入 条 定の 場方

る の限 項 所法法に否 １
。 規
に

海海話の） 定 北北電
警号所た よ

道道番場し

幌察で者 り

札

交を 定 市本

入交

よ 金

中部－付落 め

。札札付 る の す規る入

付 こ第ははに 入 納 る則

札認認関 の と

。ななる

免 。号めめす

下。。項

、以いい事

除
付

納

し
費

は則
等規

法務
方財

」 う
等 よ 証 場日場日税

る
い す

と 所時所時金と
者
う

海海成にには
。 北北平
同同、
）
相 道道

。。の
当 札警年じじそ
額 幌察

の
を 市本月者
含 中部

及 す

のた中－所 示

提と央

び 場

先は所北日 － 出き区

時 、２

結７内 郵北電査西

審条

番道番果丁線 便海話

号警号を目

察申
請北 本
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